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本プロジェ ク ト が最終的にめざす成果と し ては「 再造林の多面的価値の発揮」を掲げています。再造林の失敗リ スク を低減し 、 経済的合理性

と 環境価値を 最大化さ せる メ カ ニズムと し て、「 森林造林サイ ク ルの短縮」や「 種苗費用の低減」、「 再造林費用の低減」と いっ た変化が起き

る こ と で「 林業者における 収益性向上」 や「 森林管理の最適化」 につながり ます。そのためにまず最初にう みだす成果と し て、 植物内生菌

DSE と 高機能エリ ート ツリ ーを組み合わせるこ と によ る「 再造林の成功確率の向上」と「 苗木の生育速度の向上」、 そし てその先において

「 DSE 共生エリ ート ツリ ーの活用拡大」を 実現し ていき ます。

エンド フ ァ イ ト は、 約 30 年にわたり 全国・ 世界の森林生態系から 収集・ 選抜し て

き た世界最大規模の DSE（ Dark-Septate Endophyte） ラ イ ブラ リ を 有し ています。

貧栄養な森林土壌と いう 厳し い環境で生き 抜いてき た菌株群の中から 、 目的や

樹種、環境条件に応じ て最適な菌を選抜し ます。単一の菌に依存するのではなく 、多様

な菌株データ を 基盤に科学的に組み合わせる こ と で、 地域特性に適し た再造林

ソ リ ュ ーショ ンを提供できるこ と が強みです。静岡モデルでは、 こ のラ イ ブラ リ を

活用し 、持続可能かつ収益性の高い森づく り を実装し ます。

世界最大規模の共生菌ラ イ ブラ リ を活用

再造林の成功には、 初期成育の安定と 長期的な収益性の両立が不可欠です。本取り

組みでは、根の水分・ 養分吸収を 促進し 、乾燥や高低温、病害などの環境スト レ ス

に強い DSE と 、成長性 1.5 倍、CO ₂吸収量増加、花粉量半減と いっ た特性を 持つ

エリ ート ツ リ ーを 組み合わせます。播種段階から 共生さ せる こ と で発芽率 80％以

上を目指し 、活着率向上や育苗期間短縮を実現し ます。生物学的機能と 遺伝的優位性

を 掛け合わせる こ と で、 再造林の成功確率と 収益性を 同時に高める 新し いモデル

を 構築し ます。

再造林の鍵を握る DSE と エリ ート ツリ ー

対象と し ている社会課題 

イ ンパク ト 戦略

取組内容

インパクト サマリー

日本は国土の約 7 割を 森林が占める 森林大国である 一方、木材価格の低迷や担い手不足、造林コ スト の上昇等を 背景に、主伐後の再造林

が十分に進まず、 森林の公益的機能や資源循環の持続性が揺ら いでいます。特に苗木の発芽率や活着率の低さ 、 長期にわたる 保育管理の

負担は、全国の林業現場に共通する構造的課題と なっ ています。静岡市においても 市域の 76％を占める森林のう ち 、木材生産を主体と し

循環利用及び管理を 行う「 循環林」で伐採後の再造林が進ま ず、 機能低下や裸地化が進行し ています。こ う し た背景を 受けて「 再造林の

失敗リ スク の低減」や「 再造林における経済合理性と 環境価値の最大化」を 実現すべき 社会課題と 捉えています。

静岡市の森林経営においてはこ れまで、 様々な取り 組みを行っ てまいり まし たが、 木材需要・ 木材価格の低下によっ

て林業従事者が減少し 、森林の適正管理ができ ていない現状があり ます。循環林の再造林が進まなければ、水源涵養や

土砂災害防止、大気保全など、本来森林が持つ大き な公益的機能が十分に発揮さ れません。本プロジェ ク ト は、共生菌

と エリ ート ツ リ ーの力で再造林の成功率と 収益性を 同時に高める 挑戦です。静岡から 持続可能で収益性の高い再造

林モデルを 確立し 、全国へ広げていき ます。ぜひ皆さ まと 共に未来の森を 育てていき たいと 考えています。

私たち エン ド フ ァ イ ト は、植物と 共生する 微生物の力で、森林の未来を再設計いたし ます。

私たち が保有する 植物内生菌「 DSE」は植物の根にコ ア微生物と し て定着し 、植物の機能性を 向上さ せ、極限環境や

気候変動環境での生育向上を 可能にし ます。本技術と 、成長性 1.5 倍、CO ₂吸収量増加、花粉量半減と いっ た特性を

持つエリ ート ツリ ーと 掛け合わせるこ と で、活着率向上、生育サイ ク ル短縮、管理コ スト 削減を 可能にし ます。今回の

取り 組みを 通じ て、静岡で持続可能かつ収益性の高い再造林モデルを 確立し 、全国へ広げていき ます。
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